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01 神経美学

Ὂ ᶘρψ

「神経美学」という芸術と感性に関する認知神経科学・心理学について、

基礎研究応用研究を行っています。脳機能測定と実験心理学による定量的

手法を駆使して、わたしたちの芸術的活動（作品の知覚、表現技法、価値

づけ、芸術的創造性など）と認知プロセスとの関係、また感性的な体験・

評価（美醜、崇高・畏怖畏敬、感動、ユーダイモニア的価値など）と脳の

働きとの関係、さらに感性科学の実社会での問題解決への応用（例：芸

術・感性体験による高齢者施設・公共空間のwell -being促進）などに取り組

んでいます。

 美しさや醜さといった感性は、芸術や外面的特徴だけでなく、倫理的判断

や善悪判断、購買行動などにも影響を与える人間性の根幹の一つとされ、学

際的･国際的にもこの研究領域は注目されています。 美的感覚を脳活動計測

に基づき客観的に解析する独創性の高い研究に取り組み、脳･神経科学と美

学、芸術を有機的に繋げるユニークな研究成果をあげています。

関西大学 神経美学・芸術心理学研究室 神経美学・芸術と感性の心理学ラボHPより抜粋

https://wps.itc.kansai -u.ac.jp/pan - lab/about/ ３01

https://wps.itc.kansai-u.ac.jp/pan-lab/about/３01
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02 疲労科学研究

Ψ χˮ ˯ρˮІЕйІ˯χᴿ

少子高齢化による人手不足により、企業にとっても生産性向上や持続可能

な活動が経営課題となっています。そこで今、政府によって働き方改革や

労働災害の防止が進められ、社会全体の取り組みとしても位置づけられて

います。また働く人のストレス軽減などで労働災害が減少すれば休職や離

職などが予防でき、生産性向上が期待できるとされています。

ІЕйІὓχ

バイタルデータによる自律神経数値化とビックデータの分析により、自律

神経のバランスと偏差値を示し、客観的な評価が難しかった「疲労・スト

レス度」を可視化します。また、測定したデータはモバイル端末（タブ

レットやスマートフォン）で表示し結果を確認することができます。何か

に集中しているとき、気合が入ったり、やる気になっていたり、没入して

いたりすると、本当は疲れていても疲労感を感じなくなる場合があります。

ˮ ˯ρꜛ Υḇαϥˮ ḇ˯ψӰσϤϘβʻ

心拍や呼吸、消化、発汗、血圧などを制御している自律神経は疲労により

異常な状態になります。すると、心拍間隔のゆらぎ（短くなったり、長く

なったりする程度）が変化します。それを分析することで、自律神経のは

たらき、疲労度合いがわかります。

自律神経機能の客観的評価については世の中に様々な測定・判定手法があ

ります。心電図や脈波などを用いて心拍変動解析を行うことで、交感神経

や副交感神経の活動や自律神経バランスを評価する方法が一般的によく知

られており、この心拍変動解析による自律神経機能評価については、疲労

と多くの相関を持つことが研究により確認されています。

村田製作所 医療・ヘルスケア機器一般・患者の方向けHPより抜粋

https://medical.murata.com/ja - jp/products/fatigue

https://medical.murata.com/ja-jp/products/fatigue
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03 総論

₰ʾᾆẕΥ σ ὂʾ

「神経美学でストレス緩和！」この体験実験を始めて5年。2019年以来、

主に東京ビッグサイトの会場を実験場とし実施してきた。この参加型体験実験

では、自律神経の疲労度を調べる事が出来るストレス機器を使用し、ストレス

チェックを行う。使用するのは(株)疲労科学研究所と(株)村田製作所の共同

チームが開発した機器。必ず体験実験後は、体験者にアンケート調査も、実施

している。
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インテリアのトレンドは、時代と共に変化する。今後は、見た目美しいインテ

リアから「エビデンス」を基にコーディネート環境を創出することが、不可欠

な時代になった。特にインテリアに科学的根拠が求められる領域は、必須と考

える。

痛感させられたのが、1994年でのプロジェクト。国⽴大学附属病院のインテリ

アを担当させて頂く機会を得て、プレゼンテーションする際、理事長をはじめ、

幹部より投げられた質問。なぜインテリアに、お⾦を掛けなければいけないの

か。それが原点で、開始した科学的根拠の裏付け。[Evidence based Design 

Orient®] の商標登録も取得した。以来、この科学的根拠の⽴証を基本に据えイ

ンテリアコーディネートに取り組むことを、常に心がけている。

世界に蔓延したコロナも終息し⼜、インテリアへの関心は高まってきた。ただ、

このコロナ禍で、世界の人々の求めるインテリアは変化した。これからはイン

テリアにおいてもウエルビーイングを無視する事は出来ない。今⽇ではインテ

リアコーディネーターもインテリアにおけるコーディネーションの科学的効果

を率先して追求した解決が求められてきている。

私達は、引き続きこの調査を継続し科学的根拠を明らかにしたい。それにより

得られる「エビデンスデータ」を集め、広く公開し、今後のインテリアにおけ

る科学的根拠の重要性を明らかにして、新しい時代にふさわしい、信頼される

インテリアそして、その専⾨性を備え、社会貢献出来るインテリアコーディ

ネーターを目標にする。

インテリアとストレス緩和の関係を、2019年より体験実験を継続し、調査して

きた結果、対象物のアートを始め、生きた室内植物などを、[脳シェルター]と

呼ぶ、⼩空間で５分程ソファに座り眺めてもらうだけで脳が休まり、疲労が軽

減されることがデータで、確認出来るようになった。脳シェルターの体験実験

で採用したアートは、癒されるばかりではなく元気回復につながる事が、体験

実験からもわかるようになってきた。
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Г˔Ыχ

今回テーマは「バイオフィリック-アートフォト」アートの中でも特に、

ストレス緩和の最も効果的な解決法の、生命あるもの、特に観葉植物など

グリーンの効果に注目 した。生きた植物を見ると脳が休まり、疲労が軽

減する。多くの体験者は、癒され、ストレスが緩和されるが、維持管理の

難しさにも直面した。実際インテリアに施⼯すると、手入れを含め⽇常の

手間もかかる。普及させるにはハードルが高いのではないかとの意見も

多々あった。今回は視点を変え、「バイオフィリックアート」を広く解釈。

[森林のアートフォト]が、生きた植物と同じ効果が得られる事が、⽴証さ

れれば、より多くインテリアへ普及させられるのでは、という仮説を⽴て、

新しい体験実験に挑戦することを考えた。今まで通りの生きた壁面緑化

アートも継続展示。主には、新たにエビデンスの摂れる[森林のアート

フォト]を[脳シェルター]の⼩空間の中で体験実験アートとし採用する。
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₰ʾᾆẕᶨ χὓᵊ

今回は「脳シェルター」がその調査、研究の実験場となる。コンセプトは、一

貫として変わらず、脳神経科学の領域から生まれた「神経美学」が根底になっ

ている。2014年英国ロンドン大学神経生物学研究所が発表した脳神経科学の新

しい専⾨領域。ひとは美しいものを美しいと感じると、脳の血管が広がり、血

流が良くなり、認知症の進行を遅らせられる事が出来る。

この研究発表は、メディアを通じ世界中に発信された。私達は、英国に申し出、

ロンドンに出向き、その知見を活用する許可を得、それ以来、体験実験を続け

ている。その結果、この実験成果を実証させた科学的データの見える化が可能

になり、以来[脳シェルター]と名付けた⼩空間を活用した体験実験を、⽇本経済

新聞社の⽀援を得、毎年実施している。

テーマは、コロナ禍にも遭遇し、体験実験は多少変化せざるを得ない事態も発

生したが、今⽇までにおよそ1000 に近いデータが集まっている。

今回の応募で、6年目となるこの貴重な機会。引き続きエビデンスの為の体験実

験を実施、その成果を公表、広く活用出来るステージに進むことを目標にする。

会場は町田ひろ子アカデミー内に設置した[ 脳シェルター]で実施。外苑前に位

置する、新アカデミーのインテリアは「神経美学」とその体験実験から得られ

たエビデンスを、追求する趣旨のもと、可能な限り、今回の実験に相応しい環

境創りを心がけた。例えば、サーカディアンリズムに配慮し、自然光を室内に、

計画段階から取り入れるプランで、インテリアを施⼯した。

その結果、1⽇を過ごす生徒たち、そして⽇々業務を行なうスタッフを始め、私

達にも格好の体験実験場になった。冒険ともいえるインテリアだが、良い挑戦

の場にもなっている。今まで、実施してきた「脳シェルター」という⼩空間の

実験とは異なるリアルに働くオフィスという実験場。ところがわずか5ヶ⽉経っ

たばかりにも関わらず、明るくさわやかな空気感で、かなり環境の変化が起き

ている。既にスタッフ、生徒たちがその生活環境の中で、穏やかに過ごす事が

出来る様になっている感覚が生まれている。残念ながら、まだ「エビデンス」

の体験実験は実施していない。感じるというステージ。「エビデンス」は取れ

ていない。その為、このアカデミーのオフィスを、体験実験場として新たに[脳

シェルター]を設置し、実施する事にする。ここでは大きく3つをテーマとして

取り上げる。
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Г˔Ы͍

「脳シェルターによる⼩空間の体験実験」の継続実施。

幸いこの新アカデミーには、2023年12⽉に参加した「エコプロ2023」その時

に制作、継続して体験実験が実施出来る「脳シェルター」をそのまま移設、

設置してある。その理由は、展示会で実施した「ストレスチェック体験」を

継続実施しなければならないう状況が、発生している事。この時、展示会で

の体験の呼びかけは、嬉しい誤算が発生。会期中の3⽇間に、ストレスチェッ

ク体験希望者が殺到し、長蛇の列が出来、700名近い希望者が並んだ。簡易ス

トレスチェックは無事終了出来たが、通常の正式な、[脳シェルター]でのスト

レスチェック体験を受けられない来場者が溢れるハプニングが発生。この体

験実験は後⽇対応する事で、エコプロ展示会は終了。その結果、コーディ

ネートの体験実験を継続する必要性から既に新アカデミーの一区画に「脳

シェルター」を設置。希望者は、予約すればストレスチェック体験実験が受

けられる環境を整えたこともあり、その体験実験場所を活用する。

Г˔Ы͎

予約を原則とするが、今回は1ヶ⽉という期間延長で企画体験実験の[脳シェ

ルター]でのアートのテーマを、[⽊漏れ⽇の森のアート]と決定し、実施する。

Г˔Ы͏

[ストレスアナリスト] がエビデンスデータを解析(株)疲労科学研究所の指導を

得て、エビデンスを解析し、今まで同様にエビデンスデータを分析し解説を

行う。それを担当し対応するのが、[ストレスアナリスト]エビデンスの解説を

する訓練された資格者が対応する。その人材、[ストレスアナリスト]を、私達

アカデミーでは、2019年以来⻘⼭スタイルと命名したインテリア実務チーム

全員が、資格を取得し、プロジェクトに積極的に活用 している。特に広島の

大規模高齢者福祉施設では、大きく一般紙のメディアにも取り上げられ、注

目されている。5年間継続活動した事により、メディアからも期待されている。

この体験実験の成果を広く公表出来るこの機会を活かして、インテリアコー

ディネーター資格者にもエビデンスの重要性を理解してもらい、更に、社会

貢献出来る専⾨職として認知してもらう機会となる事を目指している。
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5年にわたる体験実験は、予想以上に多くの方々からエビデンスデータへの大き

な評価をいただいた。今回の体験実験を通して、実施するのは、アートの中で

も「バイオフィリックアートフォト」2019年12⽉実施のIFFTでの体験実験以来、

継続し既に大きな手応えを得ている「壁面緑化のVG-ART」。

今回は、生きた室内植物を使わず、「アートフォト」で、体験実験を実施。

[脳シェルター]の⼩空間とはいえこの体験実験は、初めて挑戦する試みとなる。

この体験実験が実施出来、想定通りの成果が得られれば、新しいインテリア商

材を誕生させる事が可能になる。

そこで実施した体験実験は[ストレスアナリスト]がエビデンスによるデータをも

とに解析し公開する。体験実験場となる⼩空間、[脳シェルター]でどのようにス

トレスが変化するかを計測し、更に体験者への詳細なアンケート調査も引き続

き実施し、公開する。

ここで初めて「体験実験」でのエビデンスが公開され、インテリアとウエル

ビーイングの関係につながる、エビデンスデータを基に実験成果を公開する事

が出来る。今回は1ヶ⽉期間延長で企画ҍ体験実験の[脳シェルター]でのアートの

テーマを、[⽊漏れ⽇の森のアート]と決定し、実施。

ᴮϬ῝ᵫβϥάρτϢϥṍ ήϦϥ῟ᴮ

コロナ禍以降、インテリアコーディネーターへの期待は、大きく変化している。

インテリアをウエルビーイングの視点から捉え調査する事で、新たなインテリ

アへの需要が生まれ、広がる事が期待される。⼜、エビデンスが⽴証出来る、

より専⾨性を備えた人材が、求められるところに辿り着くのではないか。その

人材は[ストレスアナリスト]という新しい使命が、加わる事により、専⾨性のあ

る資格者となり評価される。更にはエビデンスデータが、新しい時代への提⾔

となり、インテリアへの社会的発⾔⼒と信頼が加わってくる。業界だけに留ま

らず、社会の人々から信頼される資格となる。

βϥʺ ₰ʾᾆẕχ ᴮˢ ᴮ ʺ ᴮᶨ ˣρ
ζχἇ ᶨ
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インテリアコーディネーター資格が誕生して40年。

インテリアコーディネーターは、これから何を目指して進むべきか。その問い

に自問自答しながら活動していた中で、「神経美学」という脳神経科学の科学

的解決との出会いがあった。「神経美学に基づく科学的なアプローチ」は、今

大きなうねりとなって世界に拡がっている。コロナ禍以降、ひとの生き方、暮

らし、そして住まいへの意識も大きく変わってきている。

インテリアにより、健康にそして幸せに暮らせることが出来る[ウエルビーイ

ング]というキーワード。

改めてインテリア環境を、「ひと」を中心にコーディネートを捉え直す事の大

切さを教えてくれている。私達は、エビデンスデータを分析、解析することに

より、インテリアコーディネートの真の価値を明らかに出来る一助になりたい

と願って活動している。更には、インテリアを、環境と人、健康など、より広

い視点から取り組むことをテーマにする事で、新たな市場が、広がる。ここに

社会貢献をという新たな価値を創造する事が出来る。

[Evidence based Design Orient ®] 科学的根拠のある、

エビデンスによる新しいインテリア環境を創出する。

それをより早く進めることにより、⽇本の超高齢社会が明るい⼜、世界のビジ

ネスモデルとなり、世界に発信できる。その結果、住宅に限定されずオフィス、

福祉、医療、商業空間のインテリアに新しい概念としての「エビデンス」価値

が創造出来る。「インテリアとウエルビーイング」という世界テーマのリー

ダーとなり、広がつていく事になる。

(公益社団法人)インテリア産業協会にとっても、新たな社会貢献事業となり、

大きく世界に発信して頂ける一助となればと願っている。

Г˔Ыχ ϞὫᴮ( ᴮ ʺ ᴮᶨ )Υ
׃῝ Ϭ βϥ
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04 脳シェルターでの結果検証
PROJECT
2024-00

2024 χ ЄϴиЌ˔τϢϥ ὖᾚ῟ᴮםᾓψʺ ϋϧ◓

ϯϸДЬ˔Υᵫ ΰθ ЄϴиЌ˔Ϭᶨ ΰʺІЕйІὖᾚ῟ᴮ

Ϭᾁ ΰθʻ

ζχⱲ⅜ ʺ ⌠ΰθ ЄϴиЌ˔ψἹ Υ

W1800˷D2700˷H2150ʻ

ζχ▫ Ϥτψϸ˔ГрϬ⅜ ΰʺᵫ ήδϥ ἋḧϬᶨ ʻ

ˮ χϯ˔ЕТ϶Е˯π5 ḧ ᾓϬΰοϜϣΜʺζχ ῇχꜛ

ὊṐ Ϭ ΰθʻ

ʿ

ІЕйІЎϴАϼχ ψʺ2 Ϥᶆ90 χ ЎϴАϼ

ᾓʻζΰοʺˮ χϯ˔ЕТ϶Е˯χ ᾓּיτϢϥ Єϴи

Ќ˔ ᾓ ῇϬ ΰ ᶓβϥʻ

―╔ʿ

ᾓπψ5ם ḧχ ЄϴиЌ˔ ᾓπʺꜛ ὊНжрІχ‰Μ

ϕς ῖḇ ὊṐ χ ᴞΥϙϣϦθʻ

Ⱳḧχ ЄϴиЌ˔πχẈ πψІЕйІχ‰Μ ϕςІЕй

ІὖᾚϞзжАϼІ῟ᴮΥϙϣϦϥάρΥꜘ€ήϦθʻ

ЄϴиЌ˔ЌϱФ ᴣπψʺ ᾓּיΥ σΨԏΦ Φ Ϭ

ΰʺ῟ᴮϬᾁ☼ם ΰοΜΨʻ
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PROJECT
2024-0105 2024年 最新プロジェクト
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PROJECT
2024-0205 2024年 最新プロジェクト
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PROJECT
2024-0305 2024年 最新プロジェクト



16

PROJECT
2024-0405 2024年 最新プロジェクト
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PROJECT
2024-0505 2024年 最新プロジェクト
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PROJECT
2024-0605 検証計測結果

T01: ʺ48⅞ T02:  ʺ59⅞

T03:  ʺ40⅞ T04:  ʺ53⅞

T05:  ʺ22⅞ T06:  ʺ42⅞
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PROJECT
2024-0705 検証計測結果

T08:  ʺ46⅞ T09:  ʺ57⅞

T11:  ʺ47⅞

T14:  ʺ47⅞T13:  ʺ42⅞

T12:  ʺ53⅞
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PROJECT
2024-0805 検証計測結果

T16:  ʺ59⅞T15:  ʺ56⅞

T17:  ʺ36⅞

T20:  ʺ64⅞

T18:  ʺ43⅞

T19:  ʺ34⅞
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PROJECT
2024-0905 検証計測結果

T23:  ʺ53⅞T22:  ʺ53⅞

T26:  ʺ34⅞

T25:  ʺ51⅞T24:  ʺ56⅞

T27:  ʺ49⅞
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PROJECT
2024-1005 検証計測結果

T28:  ʺ60⅞

T30:  ʺ50⅞

T29:  ʺ54⅞

T32:  ʺ57⅞

T31:  ʺ47⅞

T33:  ʺ50⅞
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PROJECT
2024-1105 検証計測結果

T34  ʺ48⅞

T38:  ʺ25⅞

T35:  ʺ46⅞

T39:  ʺ46⅞

T40:  ʺ25⅞ T41:  ʺ32⅞
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PROJECT
2024-1205 検証計測結果

T43  ʺ63⅞

T47:  ʺ57⅞

T44:  ʺ56⅞

T48:  ʺ63⅞

T49:  ʺ63⅞ T50:  ʺ58⅞
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PROJECT
2024-1305 検証計測結果

T51  ʺ29⅞

T55:  ʺ35⅞ T56:  ʺ35⅞

T53:  ʺ72⅞

T58:  ʺ50⅞T57:  ʺ53⅞
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PROJECT
2024-1405 検証計測結果

T59:  ʺ62⅞ T60:  ʺ54⅞

T61:  ʺ57⅞ T62:  ʺ51⅞

T63:  ʺ75⅞

備考：
57名体験者のうちの
53名分の結果データです。



27

PROJECT
2024-1505 アンケート調査集計
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PROJECT
2024-1605 アンケート調査集計
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PROJECT
2024-1705 アンケート調査集計
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PROJECT
2023-01

06 2019-2023年プロジェクトの変遷
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PROJECT
2023-02

06 2019-2023年プロジェクトの変遷
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PROJECT
2023-03

06 2019-2023年プロジェクトの変遷
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PROJECT
2023-04

06 2019-2023年プロジェクトの変遷
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PROJECT
2023-05

06 2019-2023年プロジェクトの変遷
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PROJECT
2022-01

06 2019-2023年プロジェクトの変遷
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PROJECT
2022-02

06 2019-2023年プロジェクトの変遷
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PROJECT
2022-03

06 2019-2023年プロジェクトの変遷
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PROJECT
2021

06 2019-2023年プロジェクトの変遷
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PROJECT
2020

06 2019-2023年プロジェクトの変遷



40

PROJECT
2019

06 2019-2023年プロジェクトの変遷
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